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★
県
施
団
連
会
長
の
出
繩
氏

か
ら
の
全
般
的
な
お
話
と
し
て
、

１
．
入
所
施
設
の
待
機
者
に
関
し

て
は
、
県
域
と
し
て370 

名
と
県

行
政
は
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ

く
ま
で
14
日
以
上
の
短
期
入
所

利
用
者
数
と
各
市
町
村
が
把
握

し
て
い
る
数
字
の
合
計
数
。
在
宅

で
通
所
に
通
う
ご
本
人
と
ご
家

族
の
高
齢
化
、
Ｇ
Ｈ
利
用
者
の
高

齢
化
も
課
題
に
な
っ
て
お
り
潜

在
的
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
。

２
．
短
期
入
所
枠
に
関
し
て
は
、

法
人
単
位
で
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
る
。
最
近
で
は
長
期
の

短
期
入
所
者
が
増
え
て
い
る
。
多

様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
必
要
に

応
じ
て
選
べ
る
こ
と
が
重
要
。
施

設
か
Ｇ
Ｈ
の
二
択
で
は
な
い
。
入

所
施
設
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
拠
点
と
し
て
在
宅
や
Ｇ
Ｈ

を
支
え
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能

を
持
つ
。
職
員
の
確
保
、
育
成
の

た
め
に
も
入
所
施
設
の
機
能
は

必
要
。
神
奈
川
県
は
コ
ロ
ニ
ー
は

造
ら
ず
、
小
規
模
分
散
化
で
入
所

施
設
を
整
備
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

３
．
Ｇ
Ｈ
利
用
者
の
支
援
に
関
し

て
は
、
入
所
施
設
か
ら
地
域
生
活

移
行
と
い
う
こ
と
で
、
神
奈
川
県

は
昭
和
53
年
か
ら
Ｇ
Ｈ

へ
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
誰
も
が
移
行

で
き
る
条
件
で
は
な

い
。

Ｇ
Ｈ
の
課
題
は
、
職
員

の
確
保
、
夜
勤
の
対
応
、

家
賃
等
の
経
済
的
負

担
、
建
築
・
消
防
条
件
、

地
域
の
理
解
等
が
あ

る
。
Ｇ
Ｈ
の
暮
ら
し
が

継
続
で
き
る
よ
う
な
施

策
の
充
実
、
運
営
費
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
。

県
施
団
連

各
地
域
か
ら

の
報
告

★
高
山
氏《

横
浜
市
》

①
待
機
者
の
把
握
に
は

温
度
差
が
あ
り
ま
す
。

②
松
風
学
園
の
再
整
備

が
進
ん
で
い
る
。

③
計
画
相
談
が
全
体
の

38
％
と
進
ん
で
い
な

い
、
横
浜
市
で
は
、
計
画

相
談
を
受
け
、
受
給
者
証
に
反
映

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

計
画
相
談
は
必
須
で
す
。

④
Ｇ
Ｈ770

ヵ
所
近
く
に
な
っ
て

い
る
中
で
定
員
増
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

横
浜
市
は
国
の
指
針
に
沿
っ
て,

方
針
を
決
め
て
い
る
。
入
所
施
設

で
な
い
と
対
応
が
難
し
い
方
も

神
奈
川
県
知
的
障
害
施
設
団
体
連
合
会

と
の
意
見
交
換
会
の
報
告

平
成
31
年
２
月
１
日
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
で
神
奈
川
施
保

連
と
神
奈
川
県
知
的
障
害
施
設
団
体
連
合
会(

以
下｢

県
施
団
連
」
と

い
う
）
は
、
入
所
待
機
者
、
短
期
入
所
枠
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用

者
の
支
援
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

神
奈
川
施
保
連
か
ら
大
矢
会
長
以
下
６
名
、
県
施
団
連
か
ら
会
長

の
出
繩
守
英
氏(

県
域
）
、
中
島
博
幸
氏(

相
模
原
）
、
藤
澤
学
氏(

県
域
）
、

高
山
健
氏(
横
浜
）
、
川
合
明
子
氏(

県
域
）
、
市
川
高
弘
氏(

川
崎
）
、
今

井
康
雅
氏(
総
務
）
が
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

裏
面
に
続
く

）
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い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
な
が
ら
、
地
域
移
行
を
進

め
て
い
ま
す
。

★
中
島
氏
《
相
模
原
市
》

２
年
半
前
の
事
件
後
、
津
久

井
や
ま
ゆ
り
園
の
短
期
入
所

が
利
用
不
可
と
な
り
、
市
協
会

は
す
ぐ
に
行
政
対
応
を
要
望

し
た
が
、
未
だ
に
具
体
策
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
密
に
し
て
も
、
短
期
入
所

ベ
ッ
ド
数
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
障
害
特
性
へ
対
応
可
能
な

職
員
の
質
・
量
確
保
等
が
難
題

で
あ
る
。

当
市
で
は
、
市
単
独
加
算
補

助
が
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

こ
に
来
て
見
直
し
案
が
示
さ

れ
、
重
点
化
と
段
階
的
削
減
と

い
う
観
点
で
協
議
中
で
あ
る
。

★
藤
沢
氏
《
県
域
》

入
所
待
機
者
を
調
査
す
る

役
割
を
持
っ
て
い
る
更
生
相

談
所
と
自
立
支
援
協
議
会
も

引
い
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
福
祉
事
務
所
の
機

能
が
低
下
し
て
い
る
。

築
30
年
以
上
の
施
設
が
７
つ

あ
り
、
築
40
年
で
建
て
替
え
が

必
要
に
な
る
が
、
行
政
に
建
て

替
え
る
た
め
の
危
機
感
は
な

く
、
加
齢
児
問
題
も
置
き
去
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
市
川
氏
《
川
崎
市
》

待
機
者
に
つ
い
て
具
体
的

な
数
字
は
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
が
、
入
所
調
整
会
議
を

行
っ
て
入
所
者
を
判
定
し
て

い
ま
す
。

地
域
移
行
は
な
か
な
か
進

ん
で
い
な
い
一
方
で
親
の
高

齢
化
は
益
々
進
ん
で
お
り
、
施

設
入
所
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｈ
で
は
世
話
人
の
確
保

が
難
し
い
状
況
で
す
。
給
与
な

ど
処
遇
の
改
善
が
必
要
だ
と

の
認
識
は
あ
り
ま
す
が
、
な
か

な
か
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

★
川
合
氏
《
県
域
》

１
月
末
、
全
国
大
会
に
参
加

し
て
、｢

入
所
施
設
の
機
能
は

24
時
間365

日
だ
。
そ
の
機
能

を
見
極
め
て
中
心
に
置
い
て

や
っ
て
行
く
こ
と
が
大
事
で
、

人
材
育
成
と
専
門
性
を
高
め
、

地
域
資
源
の
一
つ
と
な
ろ
う
。

地
域
と
し
て
開
か
れ
た
施
設

に
し
よ
う
。
」
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
入
所
施
設
の
日
中

活
動
を
充
実
さ
せ
る
必
要
か

ら
、
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
、

創
作
活
動
を
世
界
に
発
信
す

る
こ
と
で
、
も
っ
と
広
が
っ

た
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。

★
今
井
氏
《
相
模
原
市
》

市
内
に
入
所
施
設
６
箇
所

（

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
除
く
）

約400

名
、
そ
の
内
３
箇
所
は

旧
藤
野
町
に
集
中
。
Ｇ
Ｈ
は
旧

相
模
原
市
内
に
多
く
53
事
業

所
・
約790

名
（

以
上
、
１

年
前
）
。

最
近
、
遠
方
地
域
か
ら
も
含

め
て
Ｇ
Ｈ
開
設
チ
ラ
シ
が
多

数
送
ら
れ
て
く
る
。
地
域
ニ
ー

ズ
と
は
無
関
係
に
、
空
き
物
件

を
Ｇ
Ｈ
化
し
、
利
用
者
を
募
る

と
い
う
形
。
職
員
の
質
と
い
う

面
で
も
危
惧
せ
ざ
る
を
得
な

い
。意

見
交
換
の
中
で

神
奈
川
施
保
連
か
ら
提
起

１
．
現
状
打
開
の
た
め
に
、
連

携
し
て
運
動
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

２
．
国
の
施
策
は
地
域
移
行
に

偏
っ
て
い
る
。
施
設
と
Ｇ
Ｈ
を

全
体
と
し
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

の
２
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

県
施
団
連
か
ら
は
、

施
設
運
営
は
家
族
会
と
こ

れ
ま
で
両
輪
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
本
人
の
幸
せ
と
家
族
の

安
心
の
た
め
に
や
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
、
行
政
の

対
応
が
引
き
気
味
で
困
惑
す

る
こ
と
が
多
い
が
、
あ
き
ら
め

な
い
で
や
っ
て
行
く
し
か
な

い
。
ま
た
、
行
政
と
話
す
共
通

の
物
差
し
が
無
い
。
Ｇ
Ｈ
が
や

っ
て
行
け
る
の
も
24
時
間3

6
5

日
の
入
所
施
設
が
あ
る
か
ら

な
の
で
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。

と
の
表
明
も
あ
り
ま
し
た
。

 
 

編
集
後
記

い
か
に
国
及
び
行
政
に
対

し
声
を
あ
げ
て
行
く
か
、
県
内

の
、
各
地
域
の
代
表
と
意
見
交

換
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
県
施
団

連
と
連
携
し
て
諸
問
題
を
解

決
し
て
い
く
取
り
組
み
が
大

事
で
あ
る
と
感
じ
た
有
意
義

な
意
見
交
換
会
で
し
た
。
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